
変形性膝関節症について

　介護や支援が必要となる主な原因として関節疾患があ

ります。今回はこの関節疾患の中でも多くの方が悩まさ

れている変形性膝関節症について触れていきます。

　変形性膝関節症は関節軟骨の老化や膝の怪我の後遺症

などにより起こるとされており（図1）、日本では症状の

ない人も含めると2530万人もの人が変形性膝関節症で

あると推定されています。主な症状は膝の痛みと水が溜

まることです。初期では動き始めの痛みが主であり、進

行するに従って症状が持続しやすくなります。末期にな

ると膝の変形が強まり安静時にも痛みが生じるようにな

ります（図2）。

　治療は大きく分けると薬物療法や運動療法などの

「保存的治療」と人工関節などの「手術的治療」に大別

されます。変形が高度でない場合、保存的治療が功を奏

すことが多くあるため保存的治療が治療の第一選択とさ

れています。この保存的治療の中でも患者さん自身で行

うことができる運動療法として「脚挙げ体操（図3）」が

あります。変形性膝関節症の患者さんを対象に脚挙げ体

操の効果を調べた研究では，膝関節を安定させるために

重要な大腿四頭筋の筋力が向上し、症状が緩和したこと

が報告されています。ただし、すべての人が脚挙げ体操

のみで改善するわけではありません。症状が長引く場合

は整形外科への受診をお勧めします。

　いつまでも元気に自分の脚で歩けるためには日々のケ

アが重要となります。膝の痛みに限らずお困りのことが

ありましたら、お気軽に職員までお声がけください。

図2. 変形性膝関節症のレントゲン画像

図3. 脚挙げ体操

 

膝をグッと伸ばすように
力を入れながら脚を挙げましょう

1日15～20回を3セット程度
行なうと効果的です
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図1. 変形性膝関節症の危険因子について

変形性膝関節症の危険因子
●年齢（高齢に多い）
●性別（女性に多い）
●肥満
●遺伝
●生活様式（しゃがみ込みや階段の使用頻度が多い）
●外傷の既往（靭帯や半月板損傷など）
●過度なX脚、O脚
●大腿四頭筋を中心とした下肢の筋力低下
●職業（重労働者に多い） など
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上記整形外科診察担当表は変更になる場合がござい
ますので、 以下連絡先 ・ アドレスまでお問い合せ下さい。
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富永草野医院 診察医予定表

TEL 0256-92-3030

職員と一緒にエバーグリーンを盛り上げていただける
ボランティアさんを募集いたします。興味のある方は
下記電話番号までご連絡下さい。

ボランティアさん募集中
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みどりの樹
介護老人保健施設エバーグリーン・富永草野医院広報誌

フレッシュな情報を毎回みなさまにおとどけいたします！　
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2019年8月発行❶ 後期高齢者医療被保険者証 75歳以上の方

❷ 介護保険負担割合証 介護認定を受けている全員の方
❸ 介護保険負担限度額認定証 市町村へ申請している方
　 上記の他、健康保険証が変わった方

10月1日、介護報酬改定により利用料金が変更となります。
　詳細につきましては、後日ご案内いたします。

新しい保険証が届きましたら、事務室へご持参ください。

利用料金の変更について
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　エバーグリーンは介護老人保健施設の役割の一つとして在宅支援に取り組んでいます。私

達が大切に考えている事は、ご利用者の思いを尊重し尊厳あるケアを提供したいという事で

す。生活に欠かせないケアの一つ、排泄支援があります。自分らしい生活をして頂く為に排

泄の問題をサポートする環境を造ります。健康面・食事面・運動やトイレ動作など多職種が

一丸となって解決に取り組みます。排泄が快適になれば睡眠も良質となり、生活のリズムも

安定してきます。それが安全で快適な生活を送れる第一歩と考えており、エバーグリーンを

利用して良かったと思ってもらえる施設でありたいと思います。

支援相談室

リハビリ科

看護科

栄養科

介護科

　施設での取り組みを進めていくために、ご利用者・ご家族とのやりとりが今よりもスムー

ズにできるよう、各フロアに担当の支援相談員を配置しました。

　ふだんの生活の中でのご希望やお困りごと、自宅復帰の準備を進める中での心配ごとなど、

みなさまのお気持ちを丁寧にお聴きし、今後のケアへ反映できるよう、みなさまと担当職員

間をつなげていく役割をしていきます。また地域のみなさまにもエバーグリーンでの取り組

みを知ってもらい、必要な時にいつでも声をかけてもらえるように、地域へ向けての情報発

信に力を入れていきたいと思います。支援相談室はご利用者・家族様、地域のみなさまの相

談窓口です。ご来所の際には気軽にお声がけください。

　リハビリ科では皆さんが在宅復帰できるように支援いたします。日頃のリハビリはもとよ

り、入所後にご自宅へ訪問いたします。必要な歩行補助具の選定や段差の解消、部屋のレイ

アウトを変える事でご自宅へ帰れることもたくさんあります。また、在宅支援のフロアでは

専属の理学療法士を配置し、より生活に即したリハビリを提供できるような体制づくりに励

んでいます。

　皆様の在宅復帰の際に必要な自動車の乗降や屋外への歩行など、ご不安な点等があれば、

是非、リハビリ担当にお気軽にご相談ください。

　当施設は介護老人保健施設です。在宅支援のため多職種でチームケアを行います。家に帰
るにあたり色々な不安を持っています。不安を解消し意欲のある自立した日常生活を送れる
よう家族もチームケアの一員として一緒に支援したいです。また一部のフロアを従来の個別
ケアから、在宅復帰に特化した支援フロアを創設しました。在宅復帰の１歩として外出支援
が重要となります。そのためには排泄ケアの取組みやご利用者の生活ペースで食事、入浴、
レクリエーションなど選択できる機会を一緒につくっていきたいです。外出時
にご家族の負担が軽減できるように生活にあったリハビリも実施していき
ます。これからも本人、家族、地域にとってかかせない場所を目指してい
きます。

　リハビリを行う際、栄養はとても重要です。痩せている方が更に痩せるとリハビリを頑張っ

てもなかなか効果が現れないことがあります。栄養、特にたんぱく質とエネルギーが不足

しているのかもしれません。

　そこで在宅支援に向けて食事が食べられているかどうかの把握はとても重要となっ

てきます。私たち管理栄養士は一人ひとりの好みを把握し、食事がきちんとめしあ

がられるくふうをします。そして元気でお帰りになれるよう支援したいと思ってお

ります。

在宅支援への取り組み在宅支援への取り組み在宅支援への取り組み


